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学会創設に関わった先駆者たち

後の⾴でご紹介する『精神薬理』第7号（精神薬理談話会ニューズレター）の⼩林司

先⽣による岩原先⽣の追悼記事にもありますように，⽇本神経精神薬理学会は

「当時（1970年のことと思われます）、学際的な精神薬理の話し合いができる会を

つくりたいと考えていたので、薬理学から柳⽥知司さん、⼼理学から岩原さん、それに

精神医学から私、と三⼈が発起⼈になろうという相談を新橋の⼩さな⾷堂でした」

のがそもそもの濫觴です。

そこでこのコーナーでは岩原信九郎先⽣、⼩林司先⽣、柳⽥知司先⽣、および、草創

期の⽇本の⾏動薬理学の旗⼿としてご活躍され、本誌にも多くの先⽣⽅からご寄稿いた

だいた「⾚城合宿」を主催された⽥所作太郎先⽣のご事績を紹介します。なお、⼩林先

⽣と⽥所先⽣については鈴⽊勉先⽣からご提供いただいた資料に基づいています。

ご紹介の順番は50⾳順です。
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岩原信九郎（1923ー1978）

愛知県豊橋市出⾝
1947年 東京⽂理科⼤学⼼理学科卒
1949年 ミズーリ⼤学留学

奈良⼥⼦⼤学助教授、東京教育⼤学助教授を経て
1972年 東京教育⼤学教授（1976年より筑波⼤学教授併任）

主著
『ノンパラメトリック法 新しい教育・⼼理統計』⽇本⽂化科学社（1964）
『教育と⼼理のための推計学』⽇本⽂化科学社（1965）
『記憶⼒』講談社現代新書（1976）
『⽣理⼼理学』（星和書店, 1981）
主論⽂
Effects of chlordiazepoxide on passive avoidance responses in rats. 
Psychopharmacologica. 23: 373-385 (1972).

Effects of chlordiazepoxide upon successive red-green discrimination responses in 
Japanese Monkeys, Macaca Fuscata, Psychopharmacologia, 30: 89-94 (1973)

Differential effects of chlordiazepoxide on simultaneous and successive brightness 
discrimination learning in rats. Psychopharmacology, 48: 75-78 (1976).

Effects of atropine upon the hippocampal electrical activity in rats with special reference 
to paradoxical sleep. Electroencephalography and Cllinical Neurophysiogy, 42: 510-517 
(1977).

ご略歴はWikipediaに基づくものです

写真は『⽣理⼼理学』のものです
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⼩林 司（1929ー2010）

1929年 ⻘森県弘前市⽣まれ。
1953年 新潟医科⼤学ご卒業。
1959年 東京⼤学⼤学院博⼠課程修了、医学博⼠
1959〜62年 フルブライト研究員として3年間、ピッツバーグ⼤学

ゲイルズバーグ精神医学研究所
（ Galesburg Mental Health Centerのことかとも思うが不明）に留学

1962〜？年 神経研究所（*）勤務
1983〜91年 上智⼤学カウンセリング研究所（**）教授

（その後） ⻘⼭学院⼥⼦短期⼤学教授, 
メンタルヘルス国際情報センター所⻑

⽇本精神衛⽣会理事、⽇本神経精神薬理学会評議員、⽇本病跡学会会員
主著：『新精神薬理学』（編集）医学書院（1968）、

『⼼にはたらく薬たち』ちくま書房（1985）ほか多数
趣味：世界的なシャーロック・ホームズ研究者として知られる。

⽇本シャーロック・ホームズ・クラブ主宰。エスペラント語にも堪能。
⽇本エスペラント学会顧問。

*：1951年、内村祐之東⼤医学部教授（精神科）が「明るく温かい、また⾃由な雰囲気の治療
環境を求めて、また精神障害の治療の進歩を願って研究を重ねるために」（病院HPより）晴和
病院を創⽴した。神経研究所はその⺟体となった研究所。現在は睡眠障害の研究が主体の公益
財団法⼈。

**：1974年、当時の⽂学部⼼理学科⼩林純⼀助教授（イエズス会神⽗でもあった）の尽⼒に
よって創設。社会⼈を対象としたカウンセリング研修、カウンセラー養成、カウンセリングの
普及と研究を⾏う研究期間であった。現在は「カウンセリング講座」（公開講座）として継続
発展している。
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⽥所作太郎（1927ー2011）

1927年1⽉7⽇ 前橋市にてご出⽣
1949年3⽉ 前橋医学専⾨学校（現群⾺⼤学医学部）ご卒業
1950年5⽉ 群⾺⼤学医学部助⼿ 薬理学教室
1955年5⽉ 医学博⼠（東京慈恵会医科⼤学）
1955年6⽉ 群⾺⼤学医学部講師 薬理学教室
1959年10⽉ 群⾺⼤学医学部助教授 薬理学教室
1965年6⽉〜1967年6⽉ ミシガン⼤学薬理学教室留学
1972年11⽉ 群⾺⼤学教授

医学部付属⾏動医学研究施設⾏動分析学部⾨創設
1978年10⽉ ⽇本アルコール医学会⻑（第13回総会主催）
1992年3⽉ 群⾺⼤学定年退官
1993年4⽉〜1999年3⽉ 群⾺県⽴医療短期⼤学

（現群⾺県⽴県⺠健康科学⼤学）初代学⻑
2002年 勲三等旭⽇中綬賞
群⾺⼤学医学付属動物実験施設⻑、群⾺⼤学学⽣部⻑、群⾺⼤学保健管理セン
ター⻑、中央薬事審議会委員、⽂科省学術審議会委員、⽇本学術会議薬理学研
究連絡委員会委員など学内外のご要職を歴任。⽇本薬理学会名誉会員、⽇本神
経精神薬理学会名誉会員。
主著：薬物と⾏動：こころとくすりの作⽤（ソフトサイエンス社）1980

⾏動薬理学の実践：薬物による⾏動変化（星和書店）1991
⿇薬と覚せい剤：薬物乱⽤のいろいろ（星和書店）1998
美しい花にも毒がある：薬と毒の50年（上⽑新聞社）2002

趣味：エスペラント（⾼等エスペランチスト免許）、剣道、居合道（五段）

この写真は廣中が⽥所先⽣から頂いたものです
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柳⽥知司（1930ー2016）

1930年 栃⽊県⾜利市⽣まれ
1956年 東京慈恵会医科⼤学卒業
1961年 エフェドリンの急性毒性の研究により医学博⼠
1960年 ‒ 1965年 フルブライト留学⽣としてミシガン⼤学薬理学教室に留学

Dr. Seeversのもとで薬物依存の研究（⾃⼰投与実験）を開始
1965年 川崎市野川の実験動物中央研究所に医学研究所（後の前臨床

医学研究所）を創設。依存性試験をはじめとする⾮臨床試験を開始。
⽇本アルコール医学会（現⽇本アルコール・アディクション医学会）、
毒性研究会（現⽇本毒性学会）、臨床薬理学研究会（現⽇本輪両薬
理学会、Japan-Korea Joint Symposium on Toxicology（現The Asian
Society of Toxicology）、⽇本QA研究会など多くの学会・研究会の
創設にかかわる

1974年 WHOのScientific Group on Evaluation of Dependence Liability and
Dependence Potential of Drugsのメンバーとなり、1977年〜2000年
までWHO Expert Committee on Drug Dependence のメンバーとなる。

中央薬事審議会委員、国際協⼒機構（JICA）The Study Program on Drug Abuse
and Narcotic Controlなどを勤め、これらの功績により2010年、厚⽣労働省よ
り薬事功労者表彰を請ける。東京慈恵会医科⼤学客員教授。

※著書・論⽂は多数ありますが
Self-administration of psychoactive substances by the monkey.
Psychopharmacologia, 16: 30-48 (1969)
毒性試験講座第8巻『薬物依存、⾏動毒性』（地⼈書館、1990）をあげておきます

ご略歴は Woods JH, Takada K. Obituray: Tomoji Yanagita, M.D., Ph.D. (1930-2016)-
psychopharmacologist Extraordinaire. Psychopharmacology (Berl.) 233: 3827-3828 (2916)を
参考にしました

写真は2001年にJames Woods教授を横浜にお招きした
ときのものです
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理
事
長

年
会
会
長

年
会
開

催
地

合
同
開
催

学
会
の
主
な
出
来
事
や
事
業

社
会
の
動
き
・
神
経
精
神
薬
理
学
関
連
の
出
来
事

19
71

東
京

学
会
の
前
身
「
精
神
薬
理
談
話
会
」
が
発
足
（
第

1回
集

会
を

2月
17
日
に
呼
び
か
け
，
３
月
に
開
催
）

談
話
会
の
事
務
局
が
神
経
研
究
所
（
神
経
研
）
に
置
か

れ
る

神
経
研
で
第

1回
精
神
薬
理
抄
読
会
開
催
（
演
者
加
藤

ク
ロ
ザ
ピ
ン
の
登
場

 「
臨
床
試
験
の
報
告
（

An
gs

tら
，
ド
イ

ツ
）
，
顆
粒
球
減
少
に
よ
る
死
亡
例
報
告
（

19
77
年
，
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
）
，
そ
の
後
ク
ロ
ザ
ピ
ン
の
世
界
的
撤
退
（

Sa
nd

oz

社
，
ス
イ
ス
）
」

19
72

東
京

ド
パ
ミ
ン
自
己
受
容
体
の
提
唱
（

Ar
vi

d 
C

al
ss

on
博
士
，
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
）

19
73

東
京

K
on

ra
d 

Lo
re

nz
博

⼠
ら

動
物

⾏
動

学
者

3名
に

ノ
ー

ベ
ル

賞
；
ク
ロ
ミ
プ
ラ
ミ
ン
発
売

19
74

東
京

Sn
yd

er
が

抗
精

神
病

薬
が

ド
パ

ミ
ン

受
容

体
に

作
⽤

す
る

こ
と

を
報
告

19
75

東
京

国
立
赤
城
青
年
の
家
に
て

8月
の
「
精
神
薬
理
赤
城
合

宿
」
が
始
ま
る
（

19
90
年
ま
で
連
続

16
回
開
催
）

ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件

Se
em

an
ら

が
抗

精
神

病
薬

の
臨

床
⼒

価
と

ド
パ

ミ
ン

受
容

体

遮
断
作
用
と
の
関
連
を
報
告

O
'C

al
la

gh
an

と
H

ol
tz

m
an

が
痛

覚
の

ホ
ッ

ト
プ

レ
ー

ト
試

験

を
発
表
；

So
ut

he
rn

 b
lo

to
法
の
開
発

19
76

東
京

談
話
会
の
成
果
と
し
て

So
lo

m
on

 H
. S

ny
de

rの

"M
ad

ne
ss

 a
nd

 t
he

 B
ra

in
”を

翻
訳

出
版

（
『

狂
気

と
脳
』
海
鳴
社
）

P
or

so
lt

ら
が

う
つ

様
⾏

動
の

強
制

⽔
泳

試
験

を
発

表

O
lt

on
と

Sa
m

ue
ls

on
が

⼋
⽅

向
放

射
状

迷
路

試
験

を
発

表

19
77

東
京

N
or

th
er

n 
bl

ot
法

の
開

発

19
78

東
京

成
田
空
港
開
港

19
79

田
所
作
太
郎

前
橋

第
9回
精
神
薬
理
談
話
会
，
こ
れ
以
後
会
長
制
を
取
る
こ

と
が
決
ま
る

1月
23
日
第
68
回
よ
り
精
神
薬
理
抄
読
会
は
星
薬
科
大
で

開
催

D
1お

よ
び

D
2受

容
体

へ
の

分
類

（
Jo

hn
 K

eb
ab

ia
n博

⼠
と

D
on

al
d 

C
al

ne
博

⼠
）

B
ar

ne
sが

バ
ー

ン
ズ

迷
路

試
験

を
発

表

W
es

te
rn

 b
lo

t法
の

開
発
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理
事
長

年
会
会
長

年
会
開

催
地

合
同
開
催

学
会
の
主
な
出
来
事
や
事
業

社
会
の
動
き
・
神
経
精
神
薬
理
学
関
連
の
出
来
事

1
9

8
0

柳
浦
才
三

東
京

C
ra

w
le

y
と

G
o

o
d

w
in

が
不

安
様

⾏
動

の
明

暗
箱

試
験

を
発

表
；

F
a

n
s
e

lo
w
が
恐
怖
条
件
づ
け
試
験
を
発
表

1
9

8
1

亀
山
　
勉

名
古
屋

談
話
会
を
「
精
神
薬
理
研
究
会
」
に
改
称
（
第

1
4
回
ま

で
）

学
術
誌
「
薬
物
・
精
神
・
行
動
」
刊
行
開
始

マ
プ
ロ
チ
リ
ン
発
売

M
o

rr
is

が
モ

リ
ス

型
⽔

迷
路

を
発

表

1
9

8
2

加
藤
伸
勝

京
都

星
薬
科
大
学
で
精
神
薬
理
抄
読
会

1
0

0
会
記
念
大
会
を

開
催
（
実
行
委
員
長
：
柳
浦
才
三
）

リ
タ
ン
セ
リ
ン
の
合
成
（

Ja
n

s
s
e

n
社
，
ベ
ル
ギ
ー
）

オ
ラ
ン
ザ
ピ
ン
の
合
成
（

E
li

 L
il

ly
社
，
英
国
研
究
所
）

1
9

8
3

渋
谷
　
健

東
京

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
開
園

ミ
ア
ン
セ
リ
ン
発
売

1
9

8
4

中
澤
恒
幸

名
古
屋

リ
ス
ペ
リ
ド
ン
の
合
成
（

Ja
n

s
s
e

n
社
，
ベ
ル
ギ
ー
）

R
ic

h
e

ls
o

n
と

P
fe

n
n

in
g
が

イ
ミ

プ
ラ

ミ
ン

の
ノ

ル
エ

ピ
ネ

フ

リ
ン
再
吸
収
阻
害
作
用
を
報
告

P
C

R
法

の
開

発

1
9

8
5

高
折
修
二

京
都

「
日
本
神
経
精
神
薬
理
学
会
」
に
改
称
，
理
事
会
体
制

を
取
る
こ
と
が
決
ま
る

A
C

N
P

(A
m

e
ri

c
a

n
 C

o
ll

e
g
e

 o
f

N
e

u
ro

p
s
y
c
h

o
p

h
a

rm
a

c
o

lo
g
y
)と

の
合

同
会

議
が

ハ

ワ
イ
で
開
催
さ
れ
る
（
以
後
4年
ご
と
。
合
同
会
議
は

20
05
年
ま
で
。
毎
年
参
加
の
道
が
開
か
れ
た
た
め
合
同

会
議
は
終
わ
っ
た
が
交
流
は
現
在
も
続
く
）

筑
波
万
博
開
催

ク
エ
チ
ア
ピ
ン
の
合
成
（

IC
I社
，
米
国
）

1
9

8
6
田
所
作
太
郎

稲
永
和
豊

久
留
米

R
it

a
 L

e
v
i-

M
o

n
ta

lc
in

i博
⼠

に
ノ

ー
ベ

ル
賞

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

1
9

8
7
田
所
作
太
郎

柳
田
知
司

横
浜

利
根
川
進
博
士
に
ノ
ー
ベ
ル
賞

 ア
リ
ピ
プ
ラ
ゾ
ー
ル
の
合
成
（
大
塚
製
薬
，
徳
島
研
究
所
）
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理
事
長

年
会
会
長

年
会
開

催
地

合
同
開
催

学
会
の
主
な
出
来
事
や
事
業

社
会
の
動
き
・
神
経
精
神
薬
理
学
関
連
の
出
来
事

19
88
田
所
作
太
郎

更
井
啓
介

広
島

青
函
ト
ン
ネ
ル
開
通

ク
ロ
ザ
ピ
ン
の
再
発
見
：
治
療
抵
抗
性
統
合
失
調
症
へ
の
有
効

性
を
確
認
（

Jo
hn

 K
an

e博
士
，
米
国
）

19
89

森
　
温
理

植
木
昭
和

福
岡

平
成
に
改
元

19
90

森
　
温
理

假
屋
哲
彦

甲
府

第
17
回

CI
NP
大
会
が
京
都
で
開
催
さ
れ
る

東
西
ド
イ
ツ
統
一

ク
ロ
ザ
ピ
ン
の
再
登
場
：
米
国

FD
Aに
よ
る
治
療
抵
抗
性
統
合

失
調
症
の
承
認

（
19

80
年
代
末
か
ら

19
90
年
代
初
め
に
か
け
て
，
ク
ロ
ー
ニ

ン
グ
に
よ
り
，

D1
～

D5
ま
で

5種
類
の
ド
パ
ミ
ン
受
容
体
へ
分

類
）

19
91

植
木
昭
和

田
所
作
太
郎

前
橋

年
会
開
催
に
合
わ
せ
て
記
念
講
演
会
の
開
催
（
市
民
を

対
象
に
薬
物
乱
用
問
題
を
伝
え
る
）

バ
ブ
ル
経
済
崩
壊

Er
w

in
 N

ah
er

, B
er

t S
ak

m
an

n両
博

⼠
に

ノ
ー

ベ
ル

賞
ト
ラ
ゾ
ド
ン
発
売

19
92

植
木
昭
和

山
下
　
格

札
幌

5月
30
日
星
薬
科
大
で
第
20
0回
抄
読
会
を
開
催

19
93

三
浦
貞
則

小
林
雅
文

東
京

Jリ
ー

グ
開

幕

19
94

三
浦
貞
則

渡
辺
昌
祐

岡
山

「
薬
物
・
精
神
・
行
動
」
を
「
日
本
神
経
精
神
薬
理
学

雜
誌
」
に
改
称

リ
ス
ペ
リ
ド
ン
の
登
場
：

SD
A系
薬
剤
と
し
て
世
界
初

（
Ja

ns
se

n社
，
米
国
）

19
95

三
浦
貞
則

古
川
達
雄

福
岡

19
96

三
浦
貞
則

融
　
道
男

東
京

オ
ラ
ン
ザ
ピ
ン
の
登
場
：

M
AR

TA
の
概
念
提
唱
（

El
i L

ill
y

社
，
米
国
）

19
97

古
川
達
雄

福
田
健
夫

鹿
児
島

ク
エ
チ
ア
ピ
ン
の
登
場
（

Ze
ne

ca
社
，
米
国
）

19
98

古
川
達
雄

村
崎
光
邦

東
京

ニ
コ
チ
ン
・
薬
物
依
存
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
設
立
，
学
会

誌
に
抄
録
掲
載
開
始

長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

19
99

融
　
道
男

笹
　
征
史

広
島

ド
ネ
ペ
ジ
ル
発
売

フ
ル
ボ
キ
サ
ミ
ン
発
売
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理
事
長

年
会
会
長

年
会
開

催
地

合
同
開
催

学
会
の
主
な
出
来
事
や
事
業

社
会
の
動
き
・
神
経
精
神
薬
理
学
関
連
の
出
来
事

20
00

融
　
道
男

佐
藤
光
源

仙
台

学
会
事
業
と
し
て
の
抄
読
会
が
幕
を
閉
じ
る

う
つ
病
で
の
ケ
タ
ミ
ン
の
即
効
的
臨
床
効
果
を
確
認

 （
Jh

on
K

ry
st

al
博

⼠
）

パ
ロ
キ
セ
チ
ン
、
ミ
ル
ナ
シ
プ
ラ
ン
発
売

20
01

笹
　
征
史

鍋
島
俊
隆

広
島

臨
床
精
神
神
経
薬
理
学

会
C

IN
P

 R
eg

io
na

l M
ee

ti
ng

と
同

時
開

催

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ
オ
ジ
ャ
パ
ン
開
業

Ar
vi

d 
C

ar
ls

so
n,

 P
au

l G
re

en
ga

rd
, E

ri
c 

K
an

de
l三

博
⼠

に
ノ
ー
ベ
ル
賞

ペ
ロ
ス
ピ
ロ
ン
発
売

ジ
プ
ラ
シ
ド
ン
の
登
場
（

P
fiz

er
社
，
米
国
）

G
ey

er
ら

が
驚

愕
反

応
の

プ
レ

パ
ル

ス
抑

制
を

発
表

20
02

笹
　
征
史

三
國
雅
彦

前
橋

抄
読
会
の
終
了
を
受
け
て
自
主
勉
強
会
「
薬
物
・
精

神
・
行
動
の
会
」
を
開
始
（
現
在
に
至
る
）

ア
リ
ピ
プ
ラ
ゾ
ー
ル
の
登
場
：
世
界
初
の
ド
パ
ミ
ン

D
2受
容
体

パ
ー
シ
ャ
ル
ア
ゴ
ニ
ス
ト
系
抗
精
神
病
薬
（
大
塚
製
薬
，
米

国
）

20
03

佐
藤
光
源

中
嶋
敏
勝

奈
良

20
04

佐
藤
光
源

加
藤
進
昌

東
京

日
本
生
物
学
的
精
神
医

学
会

20
05

野
村
靖
幸

小
川
紀
雄

大
阪

日
本
生
物
学
的
精
神
医

学
会

愛
知
万
博
開
催

C
ry

an
ら

が
う

つ
様

⾏
動

の
尾

懸
垂

試
験

を
発

表

20
06

野
村
靖
幸

尾
崎
紀
夫

名
古
屋

日
本
生
物
学
的
精
神
医

学
会

日
本
神
経
化
学
会

初
の
三
学
会
合
同
開
催

167



理
事
長

年
会
会
長

年
会
開

催
地

合
同
開
催

学
会
の
主
な
出
来
事
や
事
業

社
会
の
動
き
・
神
経
精
神
薬
理
学
関
連
の
出
来
事

20
07

樋
口
輝
彦

吉
岡
充
弘

札
幌

日
本
生
物
学
的
精
神
医

学
会

LY
21

40
02

3の
臨

床
報

告
：

代
謝

型
グ

ル
タ

ミ
ン

酸
2/

3受
容

体
ア
ゴ
ニ
ス
ト
，
統
合
失
調
症
の

P
ha

se
 2
試
験
で

pl
ac

eb
o

に
対
し
有
意
な
改
善
効
果
が
確
認
さ
れ
世
界
的
に
話
題
（

El
i

Li
lly

社
，

⽶
国

）

20
08

樋
口
輝
彦

山
脇
成
人

東
京

日
本
臨
床
精
神
神
経
薬

理
学
会

As
C

N
P

を
設

⽴
し

加
盟

学
会

と
な

る
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

ブ
ロ
ナ
ン
セ
リ
ン
発
売

20
09

米
田
幸
雄

米
田
幸
雄

京
都

日
本
臨
床
精
神
神
経
薬

理
学
会

第
1回
ア
ジ
ア
神
経
精
神

薬
理
学
会
（

As
C

N
P
）

ゾ
ニ
サ
ミ
ド
（
抗
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
薬
と
し
て
）
発
売

ア
ト
モ
キ
セ
チ
ン
発
売

ミ
ル
タ
ザ
ピ
ン
発
売

20
10

米
田
幸
雄

曽
良
一
郎

仙
台

日
本
臨
床
精
神
神
経
薬

理
学
会

JS
N

P
 E

xc
el

le
nt

 P
re

se
nt

at
io

n 
Aw

ar
d 

fo
r 

C
IN

P

を
制
定

デ
ュ
ロ
キ
セ
チ
ン
発
売

20
11

山
脇
成
人

鈴
木
　
勉

東
京

日
本
臨
床
精
神
神
経
薬

理
学
会

学
術
奨
励
賞
・
優
秀
論
文
賞
を
制
定

JS
N

P 
Ex

ce
lle

nt
 P

re
se

nt
at

io
n 

A
w

ar
d 

fo
r A

sC
N

Pを
制

定

東
日
本
大
震
災

エ
ス
シ
タ
ロ
プ
ラ
ム
発
売

LY
21

40
02

3の
2回

⽬
の

臨
床

報
告

：
臨

床
効

果
を

確
認

で
き

ず
，
そ
の
後
に
開
発
中
止
（

El
i L

ill
y社
）

20
12

山
脇
成
人

石
郷
岡
純

宇
都
宮

日
本
臨
床
精
神
神
経
薬

理
学
会

ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
メ
デ
ィ
カ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス

委
員
会
設
置

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
開
業

山
中
伸
弥
博
士
に
ノ
ー
ベ
ル
賞

20
13

山
脇
成
人

仲
田
義
啓

那
覇

日
本
臨
床
精
神
神
経
薬

理
学
会

「
精
神
病
克
服
に
向
け
た
研
究
推
進
の
提
言
」
を
公
表

ア
リ
ピ
プ
ラ
ゾ
ー
ル
う
つ
病
増
強
療
法
で
発
売

20
14

山
脇
成
人

岩
田
仲
生

名
古
屋

日
本
臨
床
精
神
神
経
薬

理
学
会

高
齢
者
の
向
精
神
薬
服
用
と
自
動
車
運
転
に
関
す
る
要

望
を
厚
労
省
に
提
出

（
日
本
う
つ
病
学
会
と
共
同
）

Jo
hn

 O
'K

ee
fe

博
⼠

(海
⾺

研
究

）
に

ノ
ー

ベ
ル

賞
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理
事
長

年
会
会
長

年
会
開

催
地

合
同
開
催

学
会
の
主
な
出
来
事
や
事
業

社
会
の
動
き
・
神
経
精
神
薬
理
学
関
連
の
出
来
事

20
15

石
郷
岡
純

武
田
弘
志

東
京

日
本
生
物
学
的
精
神
医

学
会

一
般
社
団
法
人
と
な
る

C
IN

P 
C

N
S 

D
ru

g 
In

no
va

tio
n 

Su
m

m
itを
共
催

大
村
智
博
士
に
ノ
ー
ベ
ル
賞

20
16

石
郷
岡
純

池
田
和
隆

ソ
ウ
ル

第
30
回

CI
NP
と
同
時
開
催

統
合
失
調
症
薬
物
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
公
表

熊
本
地
震
発
生

大
隅
良
典
博
士
に
ノ
ー
ベ
ル
賞

20
17

池
田
和
隆

南
　
雅
文

札
幌

日
本
生
物
学
的
精
神
医

学
会

ク
ロ
ザ
ピ
ン
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
基
準
に
関
す

る
要
望
書
を
適
正
使
用
委
員
会
に
提
出

鍋
島
賞
を
制
定

20
18

池
田
和
隆

中
込
和
幸

東
京

日
本
臨
床
精
神
神
経
薬

理
学
会

学
術
誌
を

Op
en

 A
cc

es
sの

N
eu

ro
ps

yc
ho

ph
ar

m
ac

ol
og

y 
R

ep
or

ts
に
改
組

「
精
神
疾
患
の
克
服
と
障
害
支
援
に
む
け
た
研
究
推
進

の
提
言
」
を
発
表

（
日
本
精
神
神
経
学
会
等

12
学
会
お
よ
び
日
本
脳
科
学

関
連
学
会
連
合
と
共
同
）

本
庶
佑
博
士
に
ノ
ー
ベ
ル
賞

ブ
レ
ク
ス
ピ
プ
ラ
ゾ
ー
ル
発
売

20
19

中
込
和
幸

宮
田
久
嗣

福
岡

日
本
臨
床
精
神
神
経
薬

理
学
会

第
6回
ア
ジ
ア
神
経
精
神

薬
理
学
会
（

As
CN

P）

令
和
に
改
元

ボ
ル
チ
オ
キ
セ
チ
ン
発
売

20
20

中
込
和
幸

大
隅
典
子

仙
台

日
本
生
物
学
的
精
神
医

学
会

日
本
精
神
薬
学
会

「
臨
床
試
験
に
資
す
る
精
神
・
神
経
疾
患
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
構
築
と
人
口
知
能
を
用
い
た
診
断
補
助
・
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
解
析
に
関
す
る
産
学
官
連
携
の
提
言
」
（
日
本

脳
科
学
関
連
学
会
連
合
と
し
て
）

設
立

50
周
年

CO
VI

D-
19

蔓
延

で
東

京
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
が

延
期
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Gallery
Recollections
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年会の歩みから

1984 第14回年会

Dr. RundrupとDr. Ennaを囲んで（加藤信先⽣提供）

応援指揮を披露する⽥所理事⻑
（加藤信先⽣提供）

⽇本式宴会で歌を披露する
Dr. Enna（加藤信先⽣提供）

171



1986 第16回年会

加藤信先⽣提供

加藤信先⽣提供

1991 第21回年会

鍋島俊隆先⽣提供
左から⾦⼾先⽣，藤井先⽣，⻲⼭先
⽣，君島先⽣，鍋島先⽣

1985 第15回年会

鈴⽊勉先⽣提供

172



札幌にて
後列 塩⽥勝利先⽣

前列左から⻄嶋康⼀先⽣、
丹⽣⾕正史先⽣、油井先⽣

1992 第22回年会

油井邦雄先⽣提供
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2011 第41回年会

鈴⽊勉先⽣提供

176



赤城合宿

国⽴⾚城⻘年の家（現：国⽴⾚城⻘少年交流の家）は
群⾺県前橋市郊外、標⾼530メートルの⾼原に位置し、
現在の敷地⾯積は244.246m2、宿泊定員400名の研修施
設です。敷地内にはキャンプ場、体育館、柔道場、剣
道場、多⽬的フィールド、講堂、⾳楽室など多様な施
設を備えています。当学会では「談話会」時代の1975
年から1990年まで全16回にわたって、毎年夏季（8
⽉）にこの施設で研修会を開きました。研修会の運営
には⽥所作太郎教授をはじめ群⾺⼤学の⽅々が尽⼒さ
れました。

上記の写真使⽤にあたっては国⽴⾚城⻘少年交流の家
の許諾を得ました。この⻘年の家はJSNPと同じ1971年
に全国7番⽬の国⽴⻘年の家として誕⽣しました。奇
しくも第1回談話会が開かれた1971年3⽉に主な建物が
竣⼯し、研修⽣の受け⼊れを開始しています。

177



赤城合宿

1983年頃？（鈴⽊勉先⽣提供）

1983年頃？
体育⾏事（オリエンテーリング）

（廣中所蔵）
178



関連集会

（⼩野寺憲司先⽣提供）

The 1st International Symposium on Neurobehavioral Pharmacology
(Okayama, 2003）
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関連集会
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ACNP

2004年の第43回Meeting（Puerto Rico）にて
佐藤光源先⽣とSiegfried Kasper先⽣
（佐藤先⽣・鍋島先⽣のご提供）
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CINP
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CINP

2008 
26th CINP 
Munich

国際学会の前後に知⼰の研究者がおられる⼤学や研究所を訪問さ
れた⽅々も多いことと思います。これは油井邦雄先⽣がミュンヘ
ン⼤会に参加されたときの写真で、上は会場⾵景。下はその帰途
にロンドンのInstitute of Psychiatryを訪問されたときの様⼦です。

油井邦雄先⽣ご提供
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CINP
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以下のものを掲載しています（高田孝二先生提供）。

以下の頁は横組みです。ページは本「記念誌」の
ページです。

精神薬理談話会ニュー
ズレター

第1号 1971 全文 p.180

第2号 1972 第1回講習会概要（柳田
知司）

p.183

第3号 1973 第3回談話会プログラム p.185

第4号 1975 第4回年会プログラム p.186

精神薬理
（ニューズレター改
題）

通巻
第5号

1976 もくじ p.188

第6号 1977 もくじ p.189

第7号 1978 もくじ
岩原さんを偲んで（小林
司）

p.190

第8号 1979 もくじ p.192

第9号 1980 もくじ
精神薬理談話会会則
赤城合宿報告（林哲）

p.193

191

精神薬理談話会ニューズレターと
「精神薬理」から
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「第15回日本神経精神薬理学会赤城合宿記念出
版」(1990)より、以下のものを掲載しています
（原口裕文先生提供）。

ページは本「記念誌」のページです。

記念出版表紙 p.197

まえがき（栗原久） p.198

目次 p.200

赤城合宿の歴史 p.201

特別講義および教育講演 p.202

写真集 p.203

日本神経精神薬理学会赤城合宿の
記録と思い出執筆者一覧

p.205

208

「赤城合宿」の記録
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212
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赤城合宿写真集



!"#

研修風景

スポーツ行事

退所式

注）後方に見える山が
鍋割山(標高1,332m）
です。
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第1回精神薬理談話会赤城合宿報告 田所作太郎 群馬大・医・行動分析
第5回精神薬理談話会赤城合宿報告 林 哲 群馬大・医・行動分析
第10回を迎えた精神薬理赤城合宿 田所作太郎 群馬大・医・行動分析
第15回日本神経精神薬理談話会
赤城合宿記録 栗原 久 群馬大・医・行動分析
第1回合宿のころ 加藤 信 城西病院精神科
赤城合宿の思い出 野村総一郎 藤田学園保健衛生大・

医・精神医学
日の丸の旗のもとで学んだ精神薬
理学 安東 潔 実中研・前臨床医学研
私を精神薬理学に引き込んだ赤城
合宿 山脇成人 広島大・医・精神科
赤城合宿の思い出～長崎発 高橋正克 長崎大・薬・薬物
回避行動とは何か？ 磯 博行 兵庫医大・心理
赤城合宿の思い出 益川善和 日本レダリー・生物研
赤城合宿の思い出 喜多大三 奈良県立医科大・薬理
赤城合宿で得たもの 稲川健太郎 中外製薬・探索研
赤城合宿の思い出 吉井利郎 藤永製薬・研
赤城で学んだもの 須藤伝悦 筑波大・医学系
赤城合宿の思い出 若狭芳男 実中研・前臨床医学研
赤城合宿に参加して 藤原 優 森永乳業・生物科学研
私にとっての赤城合宿 中谷（小池）

洋子
赤城合宿の思い出 長瀬守治 昭和薬品化工・研
赤城合宿の思い出 藤田明廣 塩野義製薬・研
赤城合宿の思い出 原口裕文 ヘキストジャパン・

臨床開発
赤城合宿の思い出 岩崎克典 福岡大・薬・応用薬理
赤城合宿の思い出 上岡利春 三共・研
赤城合宿の思い出 臼田眞治 山之内製薬・中央研
赤城合宿の思い出 原 一雄 国際基督教大・教養
赤城合宿の思い出 高田孝二 実中研・前臨床医学研
赤城合宿に参加して 小原喜一 小原医科産業
赤城合宿の思い出 岩崎庸男 筑波大・心理学系
私にとっての赤城合宿 栗原 久 群馬大・医・行動分析

日本神経精神薬理学会赤城合宿
の記録と思い出執筆者一覧

（所属は当時）



近年の年会抄録集の表紙・ポスター
（池田和隆・尾崎紀夫先生提供）
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ニ 会 長 三 回雅彦
群馬大学医学書『神経精神医学講座

第33回
日本神経精神薬理学会年会

プログラム・発表要旨集

θ
`"わ

ιr∂層ra2θθ3
MM

―
―

第34回 日本神経精神薬理学会

2004Tokyo
「

ゝ

」o量購會》曇ce警‡畿鐵o選 會me 2鬱薔鶴A爾饉攣畿量Ⅳ量ce壕會畿鐵◎∫∫鰻渉鑽畿ese SOCtte箇)◎『 鯰量◎量ゅg‡ c議量Psyc盪礁畿會ry(護SMP)
a畿醸壕鷺o37會慾“亀畿饉磯禽量Ⅳ量e鬱壼量数懇のぶ麟ap畿醗ese Sccttetty o∬ Ne競ぽ◎妙syc慾◎妙贖禽ぽ爾鑽c攣量◎窓y(」SNゴ)

鰊 舅 勒 勒
諫由鰈鶉 鰊洟瘍鶉
鰈諫魃鰊鰤儡隋魃鰤塚蜀 輻躙靱魃蝙魃諫靡蒻蜀

餃躙 暑由鯰瘍雹勒扮藤蛉鰈鱚》雹扁琥琥蒻輻 磋琥鱚輻魃
餃隋 N鑽蝙鱚靱鶉靱靱胚軋鰺靱鰤饒

諫鰤埒隕 鰈鮨軋餡塚儡蠅黎陪膊勒 餃鰺 診鰊  鼈
(m艤饉弐攣大攣饒饉攣鱗甕襲神纏購鰈攣顆艤鸞鰊饉攣彎颯)

魃靡抒鱚 颯颯襴曖晰椰磋藤繹蜀  餃琥 鑽晰 饂鉤
《北鸞饉大け大攣饒趙鸞購甕科饉瞳攣鰺艤利纏醸鯉攣分蜆》

219



鏑罐閂鮨褥鱚漑椰蘊颯靱蜃鱚餃
隧蘊燒隆鱚餃
■■     脩舅雛餃

は等戒沖はこころを守饂藁雇学二基礎と臨床のコラボレーションー

勒 2009年 11月 13日 (金)014日 (土)・ 15日 (日 )

魏 国立京都国際会館
魏 第

…
鰈 榊 神経薬理学会  ‐

=||
1大 弄栞 謹『 良5(徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部精神医学分野 教授)

第39回 日本神経精神薬理学会
米 田  幸 雄 (金沢大学大学院自然科学研究科薬物学研究室 教授)
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第40回 日本神経精神薬理学会
曽良 ―郎
東北大学大学院医学系研究科
精神・神経生物学分野 教授
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第23回日本臨床精神神経薬理学会
近藤 毅
琉球大学大学院医学研究科精神病態医学講座 教授

第43回 日本神経精神薬理学会
仲田 義啓
広島大学大学院医歯薬保健学研究院薬効解析科学 教授

第23回 日本臨床精神神経薬理学会 第43回日本神経精神薬理学会 合同年会

社団法人 日本医師会/公益社団法人 日本精神神経学会/一般社団法人 日本病院薬剤師会
公益社団法人 日本薬学会/公益社団法人 日本薬理学会/一般社団法人 日本臨床薬理学会

聰隕舅欲|1第1,甲日本臨床精神神経薬理学会・第38回日本神経精神薬理学会 合同年会

躊塚舅腱|1財甲法本 精神・神経科学振興財団

瑣颯炒麒|||口法人 日本医師会/社団法人 日本精神神経学会/社団法人 日本病院瓢 ‐師会
社1団法人|1日本薬理学会/有限責任中間法人 日本臨床薬理学会
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小高 文偲
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JSNP『現在から未来について本学会が行うべきこと、 

期待についてのアンケート』調査結果 

 

50 周年記念事業ワーキンググループ 

 

 

2020 年は日本神経精神薬理学会(JSNP)設立 50 周年の記念すべき年会(年会長：大隅典子

先生)となります。2020 年大会では、50 周年記念事業の一環として『JSNP の過去・現在・

未来』というテーマで記念シンポジウムを開催致します。会員の皆様と JSNP の歴史を振り

返り、現在そして未来へのミッションとヴィジョンについて議論し、本会が発展的に目指し

ていく方向性について考えたいと思います。本稿では、シンポジウム開催に先立ち実施した

『現在から未来について本学会が行うべきこと、期待についてのアンケート』の調査結果に

ついてまとめました。 

 

【調査目的】本学会は、精神薬理学の学際的研究発表の場としてのみならず、臨床精神医学、

薬理学、脳科学を応用した精神・神経疾患の病態解明、診断技術の開発、そして有効性と安

全性の高い薬物療法・非薬物療法の確立に資する活動・提言を行ってきました。特に最近で

は、基礎・臨床の融合をもとに、産官学連携による創薬研究の推進、神経精神薬理学の国際

連携・役割強化、中枢薬開発の基盤整備のための競争前産学官連携事業の準備、精神神経疾

患薬物療法の向上と均霑化を図るガイドラインの策定・拡充と講習、機関誌のリニューアル

などを進めてまいりました。しかしながら、近年の技術革新、大規模ゲノム研究などの進展

はあるものの、いまだ精神・神経疾患の克服には発症・病態メカニズムの解明、治療技術・

診断技術・バイオマーカーの開発と早期発見、妥当性の高いモデル動物の開発、リソース・

データ整備とその活用方法など、多くの課題が残されています。 

これらの解決のために、現状の認識や把握、今後本学会が取り組むべきこと、また目標と

すべき到達点などについての意見・要望・期待を集約し、会員一同で想いを共有することを

目的に、アンケート調査を実施しました。 

 

【調査期間】2019年 11 月 27日～2019年 12月 6日 

 

【対象および人数】JSNPのすべての会員 1,367 名(うち学生会員 207 名、評議員 330名) 

 

【有効回答数】212名 

 

【回答方法】調査はオンラインアンケート形式で、無記名かつ、個人名や機関・企業名が特

定されない形で実施しました。 
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【調査結果】 

1. 回答者の属性について 

 

 

2. 本学会が目指す方向性・期待について 

 

  

5人

49人

68人

11人

31人

71人

43人

44人

3人

24人

97人

0 10 20 30 40 50

学生・大学院生

薬剤師・心理士・看護師など

医師・獣医師・歯科医師

開発研究者

臨床研究者

基礎研究者

臨床

基礎

行政などその他

企業

アカデミア

回答者212人中の割合（％）

職種・分野 (複数回答可)

0人

11人

25人

67人

70人

30人

9人

0 10 20 30 40

回答しない

70代以上

60代

50代

40代

30代

20代

回答者212人中の割合（％）

年齢

0 20 40 60 80 100

基礎・臨床連携の支援

国際連携の充実・国際学会への参加支援

ガイドラインの拡充・講習

学術集会の充実 (情報・人的交流)

産学の出会いの場の設定

見解・提言・声明

研究費獲得に資する取り組み

機関誌NPPRの発展

脳科連アンケートで提案した産学官連携を必要とする諸事業

強くそう思う そう思う どちらとも言えない そう思わない まったくそう思わない

(% )
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3. 基礎・臨床連携について 

● (主に臨床研究者への質問) 基礎研究者に期待すること・求めること 

 

● (主に基礎研究者への質問) 臨床研究者に期待すること・求めること

 

 

4. 産官学連携について 

● (主に企業に所属される方への質問) アカデミアに期待すること・求めること 

 

● (主にアカデミアに所属される方への質問) 企業に期待すること・求めること 

0 20 40 60 80 100

リバーストランスレーションへの参画

トランスレータブル指標の探索

病態・構成的妥当性を反映した疾患モデルの開発

薬物治療の差別化・反応性の差異・性差に関するエビデンスの取得

動物を用いた小児・老年精神薬理研究の推進

ドラッグリポジショニングの可能性検証

AI技術の活用・応用に関する検討

iPS細胞技術の応用に関する検討

レギュラトリーサイエンス分野の発展

強くそう思う そう思う どちらとも言えない そう思わない まったくそう思わない

(% )

0 20 40 60 80 100

臨床現場の情報の取得 (何が問題かを知りたい)

医療現場のニーズの取得 (困っていることを知りたい)

疾患モデルの妥当性・確度の議論 (何が必要かを知りたい)

トランスレーショナル研究をどのようにして進めるかの相談

研究成果の意義の検証

薬剤や治療法の使い分け法や選択の基準

強くそう思う そう思う どちらとも言えない そう思わない まったくそう思わない

(% )

0 20 40 60 80 100

臨床情報の取得・データベース構築

患者層別化の技術・方法

基礎・臨床のリソース (動物モデル・疾患iPS細胞など)

企業創薬・開発への理解

研究開発活動への相談を含めたサポート

医師や医療現場のニーズの把握

強くそう思う そう思う どちらとも言えない そう思わない まったくそう思わない

(% )
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5. 国際連携について 

● 連携学会との関係 (複数回答可) 

 

● 国際連携のイメージ (複数回答可) 

 

● 国際連携に関連して期待すること 

 

 

0 20 40 60 80 100

創薬 (産学連携) に必要なことの提案 (リソース・知財の活用方法)

アカデミア創薬への支援

企業ニーズの公開 (必要な知見や課題)

企業とアカデミアの出会いの場の設定

強くそう思う そう思う どちらとも言えない そう思わない まったくそう思わない

(% )

44人

111人

135人

45人

107人

0 10 20 30 40 50 60 70

いずれも該当しない

AsCNPに参加したことがある

JSNP会員はAsCNPの会員でもあることを知っている

CINP会員である

CINPに参加したことがある

回答者212人中の割合（％）

11人

113人

69人

103人

99人

67人

118人

85人

0 10 20 30 40 50 60

いずれも該当しない

提言などを国際共同で発信する

ガイドラインやアルゴリズムなどを東アジア共同で作成する

海外主導の臨床研究や治験に日本も参加する

日本主導の臨床研究や治験に海外からも参加してもらう

2016年に韓国で開催したように数年に一度は年会を東アジアで開催する

国際学会への会員の参加や国内学会への海外からの参加を増やす

国際学会への会員の派遣

回答者212人中の割合（％）

0 20 40 60 80 100

JSNP年会へ高名な研究者の招へい

JSNPでの外国人を含めたシンポジウムへの援助

JSNP年会またはAsCNPなどでの若手日本人と留学生のミキサー

若手研究者の海外派遣事業

外国人の理事への就任

連携学会への学生や若手研究者の参加支援

世界トップの科学者との触れ合い、共同研究者の獲得

世界最先端の内容のシンポジウムや特別講演の企画

強くそう思う そう思う どちらとも言えない そう思わない まったくそう思わない

(% )
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6. ガイドラインについて 

● 作成・改訂に期待するガイドラインとその方法 

 

● ガイドライン普及・教育・検証に期待すること 

 

 

7. 学術集会／その他学会活動について 

 

 

0 20 40 60 80 100

統合失調症薬物治療ガイドライン

統合失調症薬物治療ガイド (患者さん・ご家族・支援者のために)

不安症・強迫症診療ガイドライン

向精神薬の適正使用ガイドライン

当事者や多職種用のガイド

当事者や多職種の支援者との作成

強くそう思う そう思う どちらとも言えない そう思わない まったくそう思わない

(% )

0 20 40 60 80 100

講習の拡充

本の出版

検証成果

他の学会との連携

強くそう思う そう思う どちらとも言えない そう思わない まったくそう思わない

(% )

0 20 40 60 80 100

企業所属会員の積極的な学会運営参加

企業からの新薬・開発経緯の紹介 (成功/失敗例、類似薬比較)

行政当局からの情報や交流の場など

キャリアパス形成に関する支援

若手教育・人材育成に関する支援

薬剤師や看護師への中枢薬、精神薬理の基礎の普及・啓発

マッチング (共同研究・産学連携・採用情報など) の機会の提供

Funding  opportunityの紹介

ホームページの充実、メール配信での案内・通知の強化

強くそう思う そう思う どちらとも言えない そう思わない まったくそう思わない

(% )
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編集後記 

 

まずもって、このたび「記念誌」にご寄稿いただいた先⽣

⽅に厚く御礼申し上げます。JSNP ロゴおよび『⽇本神経

精神薬理学雑誌』の表紙ビジュアルアートの「記念誌」表

紙への引⽤につきましては、ご制作の徳⽥良仁先⽣よりご

許可をいただきました、あらためて御礼申し上げます。「国

⽴⾚城⻘少年交流の家」事業推進係の皆様にはホームペー

ジトップの写真引⽤許諾をいただき、ありがとうございま

した。「50 周年記念ロゴ」を制作された⼭本経之先⽣はじ

め、貴重な写真や資料のご提供やご助⾔をいただいた多く

の先⽣⽅に改めて御礼申し上げます。お名前は該当箇所に

記してあります。編集作業のさなかに⽇本の⾏動薬理学を

⽀えてこられた栗原久先⽣の訃報に接しました。この場を

お借りしてご冥福をお祈り申し上げます。このような冊⼦

の編集という仕事は初めての経験で、その過程で多くの先

⽣⽅にずいぶん勝⼿なお願いもしたことと思います。あら

ためてお詫び申し上げます。可能なかぎり原⽂のスタイル

を保持しようと試みましたので、字間や⾏間にやや不統⼀

もありますがご容赦いただければ幸いです。校正には東京

都医学総合研究所の芹⽥由紀さんのお⼿を煩わせました。

深謝します。それでも思わぬミスがあるかも知れません。

ご叱正をお待ちします。JSNP50 周年を契機にさらなる⾶

躍をお祈りいたします。この「記念誌」がいささかでもそ

のお役に⽴てば幸いです。 

2020 年 8⽉ 1⽇ 

⽇本神経精神薬理学会 50 周年記念事業 

ワーキンググループ 

（記念誌編集担当：廣中） 




